
 

子ども第三の居場所の整備について 
～旧北洋銀行西の里支店跡施設を活用した子どもの居場所づくり～ 

＜子どもの居場所づくりの現状と課題＞ 

バラバラに考えない 

三つを同時に考える 

旧北洋銀行西の里支店跡施設を子ども第

三の居場所として整備することで 

“三つの課題が全て解決される” 

＜子ども第三の居場所の基本コンセプト（案）＞ 

＜子どもの第三の居場所の整備予定概要（案）＞ 

＜整備予定スケジュール（案）＞ 

令和 4 年 1 月 B＆G 財団による現地調査、審査等  令和 5 年 1 月 工事着工 

  

令和 4 年 5 月 基本設計、実施設計         令和 5 年８月 開設予定            

                 

           

＜B＆G財団の概要＞ 

・正式名称は、公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団 

・「施設づくり」「指導者づくり」「組織づくり」「海洋性レクリエーションの提供」等の

活動を全国で進めている。 

・「子ども第三の居場所事業」は、日本財団が、様々な困難な状況にある子どもたちを支

援することを目的に 2016 年から開始した事業で、B＆G 財団は 2018 年より着手。 

・「常設ケアモデル」「学習・生活支援モデル」のどちらかを選択し施設の整備を進める

ことで、最大で5,000 万円の整備補助と施設開設後 3 年間の運営費補助を用意。 

・北海道内での整備実績は、積丹町と東神楽町の 2 自治体。（全国では 16 自治体） 

資料４ 
 


